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特長 
 単電源動作：2.7V～5.5V 
 低電源電流：45µA/アンプ 
 広帯域幅：1MHz 
 位相反転なし 
 低入力バイアス電流：4pA 
 ユニティ・ゲインで安定動作 
 レール・ツー・レールの入出力 
 

アプリケーション 
 ASIC の入力または出力アンプ 
 センサー・インターフェース 
 圧電トランスジューサ・アンプ 
 医療用計測機器 
 モバイル通信 
 オーディオ出力 
 ポータブル・システム 

概要 

MAX74822 は、非常に小さい電源電流と 1MHz の帯域幅を特徴

とする、レール・ツー・レール入出力対応の単電源デュアル・

アンプです。2.7V単電源と 5V電源ですべての動作が可能です。

MAX74822は、アンプあたり 45µAという低消費電流で 1MHzの
帯域幅を実現します。 

入力バイアス電流が非常に小さい MAX74822 は、積分器、フォ

ト・ダイオード・アンプ、圧電センサー、および高信号源イン

ピーダンスのその他のアプリケーションに使用できます。電源

電流がアンプあたりわずか 45µAなので、バッテリ動作に適して

います。 

レール・ツー・レールの入出力は、単電源システムにおいて

ASIC をバッファリングする設計に便利です。MAX74822 は、低

い電源電圧でも高いゲインを維持するように最適化されている

ため、アクティブ・フィルタやゲイン段に役立ちます。 

MAX74822 は、拡張工業用温度範囲（−40ºC～+125ºC）で仕様規

定されています。MAX74822デュアルは、8ピン MSOPパッケー

ジを採用しています。 
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仕様 

表 1. 5.0V 仕様 

（特に指定のない限り、VS = 5.0V、VCM = 2.5V、TA = 25ºC。） 
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（特に指定のない限り、VS = 5.0V、VCM = 2.5V、TA = 25ºC。） 

 
 
  

https://www.analog.com/jp/index.html


データシート MAX74822 
 

analog.com.jp Rev. 0 | 5 of 16 

絶対最大定格 
特に指定のない限り、TA = 25ºC。 

表 2. 絶対最大定格 

 
1 6V未満の電源の場合、差動入力電圧は±VSに等しくなります。 

 

上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えるとデバイスに恒久的な損傷を与えることがあります。これらはストレス定格のみを定めた

ものであり、この仕様の動作のセクションに記載する規定値以上でデバイスが正常に動作することを示唆するものではありません。デバ

イスを長時間にわたり絶対最大定格状態に置くと、デバイスの信頼性に影響を与えることがあります。 
 

熱抵抗 
熱性能は、PCB の設計と動作環境に直接関連しています。PCB の熱設計には細心の注意を払う必要があります。θJAは最も厳しい条件、す

なわち、回路基板に表面実装パッケージを半田付けした状態で仕様規定され、特に指定のない限り、標準的な 4 層基板を用いて測定され

ています。θJCは、ジャンクションとケースの間の熱抵抗です。 

表 3. 熱抵抗 

 
 

ESD に関する注意 

 ESD（静電放電）の影響を受けやすいデバイスです。 

電荷を帯びたデバイスや回路ボードは、検知されないまま放電することがあります。本製品は当社独自の特許技術である ESD
保護回路を内蔵してはいますが、デバイスが高エネルギーの静電放電を被った場合、損傷を生じる可能性があります。したがっ

て、性能劣化や機能低下を防止するため、ESD に対する適切な予防措置を講じることをお勧めします。 
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ピン配置 

 
図 1. 8 ピン MSOP（RM のサフィックス） 

ピン機能の説明 

表 4. 端子説明 
端子 名称 説明 

1 OUT A 出力、チャンネル A 

2 −IN A 反転入力、チャンネル A 

3 +IN A 非反転入力、チャンネル A 

4 V− 負電源電圧 

5 +IN B 非反転入力、チャンネル B 

6 −IN B 反転入力、チャンネル B 

7 OUT B 出力、チャンネル B 

8 V+ 正電源電圧 
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代表的な性能特性 

 
図 2. 入力オフセット電圧の分布 

 

 
図 4. 入力オフセット電圧と温度の関係 

 

 
図 6. 入力バイアス電流とコモンモード電圧の関係 

 
図 3. 入力バイアス電流と温度の関係 

 

 
図 5. 入力オフセット電流と温度の関係 

 

 
図 7. 同相モード除去と周波数の関係 
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図 8. 電圧ノイズ密度と周波数の関係 

 

 
図 10. 電源電圧変動除去比（PSRR）と周波数の関係 

 

 
図 12. クローズド・ループ出力電圧振幅と周波数の関係 

 

図 9. 入力オフセット電圧とコモンモード電圧の関係 
 

 
図 11. 電源レールに対する出力電圧と負荷電流の関係 

 

 
図 13. 小信号オーバーシュートと負荷容量の関係 
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図 14. クローズド・ループ出力電圧振幅と周波数の関係 

 

 
図 16. 小信号オーバーシュートと負荷容量の関係 

 

 
図 18. 大信号過渡応答 

 

図 15. 小信号オーバーシュートと負荷容量の関係 
 

 
図 17. 小信号過渡応答 

 

 
図 19. アンプあたりの電源電流と電源電圧の関係 
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図 20. オープンループ・ゲインおよび位相と周波数の関係 

 

 
図 22. 位相反転なし 

 

 
 

 
図 21. アンプあたりの電源電流と温度の関係 

 

 
図 23. クローズド・ループ出力インピーダンスと周波数の関係 
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動作原理 

1MHz のゲイン帯域幅を実現する低電源電流 
MAX74822 が通常使用する電流はアンプあたり 45µA です。これは、同様の性能を持つ従来の部品が消費する 200µA～700µA に比べ、は

るかに小さい値です。そのため、MAX74822 は、バッテリ寿命を長くするようポータブル設計をアップグレードするのに最適な選択肢と

なります。あるいは、同じ電流ドレインで機能や性能を追加することもできます。 

増大した出力電流 
5V 単電源の場合、短絡電流は通常 60mA です。電源レールから 1V 低下した場合でさえ、MAX74822 アンプは、30mA の出力電流のソー

スまたはシンクが可能です。 
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アプリケーション情報 

最大消費電力 
MAX74822 の安全な最大消費電力は、付随するジャンクション温度の上昇により制限されます。プラスチック製パッケージの場合、安全

な最大ジャンクション温度は 150ºC です。この最大温度を超えた場合、ダイの温度が低下して正常な回路動作に戻ります。デバイスを長

時間にわたって過熱状態で放置すると、デバイスが焼損することがあります。正常な動作を確保するには、絶対最大定格のセクションと

熱抵抗のセクションに示された仕様を遵守することが重要です。 
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外形寸法 

 
図 24. 8 ピン・ミニ・スモール・アウトライン・パッケージ［MSOP］（RM-8）寸法：mm 
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オーダー・ガイド 

表 5. オーダー・ガイド 

 
1 Z = RoHS適合製品。 
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改訂履歴 

版数 改訂日 説明 改訂ページ 

0 10/25 初版発行 — 
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